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C-Fit 64bit 版 Windows 対応 追加マニュアル



［�］ ［�］

目次

 1 	 64bit 版Windowsでの動作仕様.........................................................3

 2 	 64bit 版Windowsでの稼動準備.........................................................4
1	 C-Fit のインストール................................................................................................ 4

2	 ドングルドライバのダウンロード............................................................................ 4

3	 ドングルドライバのインストール............................................................................ 4

4	 ドングル（ハードウェアキー）の挿入.................................................................... 7

 3 	 64bit 版Windowsで C-Fit を使用する際の注意..............................8
1	 「環境設定保存・呼び出し」ツールで環境移行する際の注意............................. 8

■	商標について
●	Microsoft、Windows、Windows Server はMicrosoft Corporation の米国お
よびその他の国における登録商標または商標です。

●	Intel、Intel Core、Pentiumは、アメリカ合衆国およびその他の国におけるイン
テルコーポレーションまたはその子会社の商標または登録商標です。

●	その他の各社名および各商品名は各社の登録商標または商標です。なお、本文中で
は、™、®マークは明記していません。
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下記の動作環境において、64bit 版 Windows（32bit エミュレーション機能使用）
での C-Fit の動作を保証します。

64bit 版 Windows での動作仕様
1

製品名： i-ColorQC C-Fit 33 Image
i-ColorQC C-Fit 美肌 Image
i-ColorQC C-Fit 34 ／ 44 Image
i-ColorQC C-Fit 31 Image
※	i-ColorQC C-Fit 34 ／ 44 Document 及び i-ColorQC C-Fit 3Nは動作
保証外になります。

バージョン： i-ColorQC C-Fit バージョン 5.1.1

動作環境：

動作環境 推奨環境

基本ソフトウェア（64bit 
OS）

32bit エミュレーション機能を使用：
Microsoft® Windows® 7 Professional Edition 64bit 版
Microsoft® Windows Server® 2008 R2 Standard Edition 64bit 版

CPU Intel® Core ™ 2 プロセッサ以上 Intel® Core ™ i プロセッサ以上

メモリ 2GB以上 4GB以上

ハードディスクの空き容量 10GB以上

ディスプレイ 1024× 768ピクセル以上
1670万色以上の表示ができる事

1280× 1024ピクセル以上
1670万色以上の表示ができる事

注
32bit エミュレーション機能上で動作しますので、32bit 版 Windows でサポートされてい
るメモリのみ使用できます。
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2
64bit 版 Windows での稼動準備

64bit 版 Windows のサーバー PC 上で C-Fit を稼動させるには、64bit 版のドン
グルドライバをサーバー PC にインストールし、ドングル（ハードウェアキー）を認
識させる必要があります。以下の手順に従って、64bit 版のドングルドライバをイ
ンストールします。

1 C-Fit のインストール

C-Fit の CD-ROMをドライブに装填して、C-Fit をインストールします。

2 ドングルドライバのダウンロード

ブラウザで、FFGSサポートタウンを開いて、64bit 版のドングルドライバをダウンロード
します。

FFGSサポートタウンのURL：http://www.ffgs-sup.jp

3 ドングルドライバのインストール

 1 	起動中のアプリケーションを全て終了します。

 2 	ダウンロードしたドングルドライバを右クリックして、「管理者として実行」を選
択します。

	

注
インストールが完了するまで USB ドングルを PC に接続しないでください。

注
インストールの詳細については、「i-ColorQC C-Fit ユーザーガイド」を参照してください。
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 3 	インストーラが起動してドライバの更新確認画面が表示されたら、「Upgrade」を
クリックします。	

	

 4 	ドングルドライバのインストール画面が表示されたら、「Next」をクリックします。

	

注
この画面は、既に古いバージョンのドングルドライバがインストールされている場合の
み表示されます。
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 5 	ライセンスの確認画面が表示されます。ライセンス条項を確認後、「I accept the 
terms in the license agreement」を選択して、「Next」をクリックします。

	

 6 	インストール形態の選択画面が表示されたら、「Complete」を選択して「Next」
をクリックします。
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 7 	「Install」をクリックしてインストールを開始します。

	

 8 	インストール完了画面が表示されたら、「Finish」をクリックしてインストーラを
終了します。

	

4 ドングル（ハードウェアキー）の挿入

ドングル（ハードウェアキー）をUSBポートに挿すと、インストールしたドングルドライ
バによってドングル（ハードウェアキー）がOS上で認識され、C-Fit を起動できます。
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1「環境設定保存・呼び出し」ツールで環境移行する際の注意

32bit版Windowsから64bit版Windowsに移行する場合、「環境設定保存・呼び出し」ツー
ルを使用すると、簡単に環境を移行できます。
ただし、32bit 版Windowsから64bit 版Windowsへ環境設定をエクスポートすると、	
C-Fit のインストールパスが以下のように異なってしまい、SystemManager（C-Fit クラ
イアント）を終了できなくなります。　

32bit 版Windows 64bit 版Windows  
『C:¥Program Files¥iColorQC』 → 『C:¥Program Files (x86)¥iColorQC』

　

64bit 版 Windows で C-Fit を使用する際の注意

注
32bit 版 Windows 間または 64bit 版 Windows 間で環境を移行する場合も、インストールパス
が異なれば、SystemManager（C-Fit クライアント）を終了できなくなります。

PC-2（64bit 版Windows）
C-Fit のインストールパス
C:¥Program Files (x86)	
¥iColorQC

PC-1 の
環境設定

「環境設定保存・呼び出し」ツールで環境設定をエクスポート

インストールパスの異なるPCの環境設定を「環境設定保存・呼び出し」ツールでインポート

インポート時に
SystemManager の
情報がPC-1 の情報で
上書きされる

インストールパスが
異なっているので、
SystemManager を
終了できない

PC-1（32bit 版Windows）
C-Fit のインストールパス
C:¥Program Files¥iColorQC
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■	回避策
この問題を回避する環境移行の手順は以下の通りです。

 1 	「環境設定保存・呼び出し」ツールで環境設定をエクスポートします。

 2 	エクスポートした環境設定を、「環境設定保存・呼び出し」ツールで新しい環境に
インポートします。

 3 	新しい環境のC-Fit インストールフォルダ直下から以下のファイルを削除します。
●	systemmanager_conf.xml
●	systemmanager_size.xml

注
32bit 版のデフォルトインストールパスは『C:¥Program Files¥iColorQC』、64bit
版は『C:¥Program Files (x86)¥iColorQC』です。

注
「環境設定保存・呼び出し」ツールの詳細については、「C-Fit リストアツールユーザー
ガイド」を参照してください。
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